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【新規性】 

「時間」について考えることが「時代遅れ」だと思うのは、「時間」はわれわれとともに

あり、何か知っているからである。だが、改めて「時間」に向き合うと、われわれが理解し

ている「時間」とは、感覚的、実感的でしかなく、人それぞれの「時間」が成り立つことに

気づく。「時間」が共有できるのであれば、「時間」は誰にとっても普遍的でなければならな

い。つまり、「時間」の謎に接近することは、「故きを温ねて新しきを知る」ことである。 

 
【社会的有用性】 

複雑化した現代社会にあって、「時間を守ること」は社会人のみならず、生きる上での条

件である。だが、「守るべき時間」が状況に即して、あるいは心情によって変化した経験は

誰しも持ち合わせたことがあるだろう。つまり、「計測する時間」と「実感する時間」とに

は差異があるといえ、この差異を残したままでは、真に「時間」を共有することはできない、

といえる。だからこそ、この原因に、少なくとも接近するだけでも、社会的には有用である。 
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はじめに 
 「時間」は「ビックバン」と共に始まったと

するのが一般的な理解で、それ以前は「無」で

ある、というのが通説となっている。だから、

ビックバン以前について考えることは、例えて

言うのなら、「あなたは生まれる前に何をしてい

ましたか？」と問われるのと同じであり、「私」

は存在していないのだから答えようがない。 
 だがしかし、全てに対して真理を追究する学

問である「哲学」は、その答えに満足しない。

ビックバンと共に「時間」が誕生したとするの

であれば、やはり、「ビックバン」以前に、「時

間」に相当する「何か」は「どうなっていたの

か」、そして「時間とはなにか」を問わずにはい

られない。 
 
キーワード：時間の変化、アウグスティヌス、

アインシュタイン、光速度不変の原理、光の絶

対性。  
 
 
合意できる／できない「時間」 
 500kmを超す道のりを、時速300kmで疾走

する東海道新幹線は、誤差「1 分以内」で運行

することが義務づけられている。これは定めら

れた「時刻」と「現時刻」とを「時計」を用い

て計る時間を根拠としている。一方、恋人との

時間は短く、苦痛な時間は長く感じる
．．．

ように、

そのときの状況や感情によって変化する、いわ

ば感覚で計る時間もある。 
 「『時間』とはなにか」という問いに対して、

「これこれである」という辞書的な回答を導き、

理解を深めることは、そう難しいことではない。

しかし、「『時間』について考える」ということ

は、「辞書的な定義を理解する」ということでは

なく、時間の「概念」や「実在性」について、

私の実際に即して考えることである、と言えよ

う。 
 
アウグスティヌスの時間論 
フッサールは「内的時間意識の現象学」の序

論において、「時間問題」について「ほとんど絶

望的なまでの辛苦を重ねた最初の人はアウグス

ティヌスであった。『告白録』第十一巻の十四-
二十八章は今日もなお、徹底的に時間問題と取

り組むすべての人びとによって研究されねばな

らない」（E.Husserl=1984:9）と指摘した上で、

自身の時間論を展開している。ここでフッサー

ルの時間論に立ち入るだけの紙幅はないが、彼

が言及したアウグスティヌスは、「時間」をどの

ように捉えられていたのか、そして、「時間」が

現在までの間に、どのように変化しているのか

なぞることは、決して無駄なことではないだろ

う。 
アウグスティヌス（354 年～430 年）はキリ

スト教神学との関わりの中で「時間」を捉え、

「神」を「時間」の外におくことで、「神」によ

る「世界の誕生」以前と「時間」の矛盾を回避

している。すなわち「神」は、「世界と時間を同

時に創造した」とすることで、「現在を超越した

永続性」という「不変」で「神」を描く一方で、

人間の世界には、「過去・現在・未来」という「時

間の変化」を見出している。しかし、過去はす

でに無く、未来はまだ無いのだから、「現在」を

基準とした前後関係だけをもって「時間」を図

ることは、「現在の永続性」であり、神と同格と

なってしまう。この葛藤を解決するためにアウ

グスティヌスは、「現在（の時間）のあり方」が

不確実なことに視点を移した上で、時間の「長

さ」に着目している。すなわち、「過去」とは現

在における「存在」の理解を通して再生される

「記憶」のことであり、「未来」とは、現在にお

ける「存在」の予想を通して想起される「経験」

として論じている。言うなればアウグスティヌ

スは、人間の主観的な意識との相互作用によっ

て「時間」を捉え直し、心理的に感じ入る「実

感」として理解している。しかしこの理解は、

「時間」がある実体を伴って「場を占有してい

た／するだろ」う、という「存在」を通しての



理解ではなく、人間の意識の中に「現在
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存在す

る・している」という意味での理解である。 
つまりアウグスティヌスにとっての「時間」

とは実体では決してなく、ただ自らの心に見い

だされる「現在」を意識し、経験的、心理的に

実感することで了解しうる人間に属する英知の

集大成である、といえよう。だから川の流れ、

高低、上下、前後といった尺度でもって時間を

把握しようとすると、たちまち人間の傲慢に塗

れ、神を冒涜する行為となってしまう。 
 

古典と現代をつなぐ科学的「時間」 
神との関係をとおして「時間」の問題に接近

したアウグスティヌスの考えを、科学が高度に

発達した現代社会において、「古典」として片づ

けることが果たしてできるだろうか。 
「時間」は「ビックバン」と共に始まったと

される現代の「時間論」には、神こそ登場はし

ないが、それでも「時間」の始まり以前を「無」

としているのは、アウグスティヌスの「時間」

のとらえ方とは異なれども、通じている。 
ところが、宇宙物理学が発達したことによっ

て、宇宙は現在も「膨張」という運動を通して

新しい「空間」を生みだしていることを明らか

にしたことによって、新しい「時間」を創りだ

していることが分かっていた。いうなれば、「時

間」は、宇宙の運動（=「空間」の膨張）と密

接不可分の関係にあり、極論すれば「時間」と

は「宇宙そのもの」であると言える。 
つまり科学の立場から「時間」を俯瞰すれば、

規則正しく運動する天体の変化から見いだされ

るのが「時間」であり、一定の間隔で経過する

ものとして、時計の類によって物理的に計測し

たり、客観的に把握したりすることが可能な「運

動の変化」として理解されるに至っている。 
アウグスティヌスは「時間」を「心的変化の

あり方」で考えたが、科学的時間は「計測可能

な運動量」として捉えている、と指摘すること

が出来よう。 
 
科学的時間論 
 東京もロンドンの時間も（時差はあるが）同

じ速度で進むように、人間が一般的に理解して

いる「時間」とは、常に一定の進度によって流

れている。ニュートン（1642～1727）は「自然

哲学の数学的諸原理」（1687年）において、「時

間」を「その本質において外界とは何ら関係す

ることなく一様に流れ、これを持続とよぶこと

のできるもの」として「絶対時間」を定義した。

「絶対時間」は、無限の過去から永遠の未来に

向けて開かれ、いかなる物事からも影響を受け

ずに一定である。もし「時間」が相対的であれ

ば、宇宙の消滅により時間も消滅するし、流れ

に緩急があったとすれば、人間の生活は破綻し

てしまう。つまり、ニュートンは「宇宙」に対

して「時間」を数学的に応用することで、「宇宙」

から「時間」を独立させたのである。 
一方で、「時間」は一定の進度で流れているの

ではなく、速度や重量によって変化し得るとし

たのが、アインシュタイン（1879～1955）であ

る。彼は、特殊相対性理論（1905年）、一般相

対性理論（1916年）を発表し、それまでの「時

間概念」を大きく変容している。すなわち、「時

間」は永遠不変ではなく、状況に大きく影響を

受け、事象に対して「相対的」であるとした。 
ここで一つの疑問が湧く。「絶対」として理解

されていた「時間」が、事象に即して「相対」

である、とはいかなることを意味しているのか。 
 
「相対性理論」と「時間」 
「時間が、事象に対して相対である」という

のは、「光の速さは、誰にとっても同じである」

という「光速度不変の原理」に基づいている。 
ある二つの物体A,Bが移動していたとしよう。

その一方のAに視点をおいてもう片方のBを見

たとき、B の速度は A に対して相対的である。

だから、従来の「速度」とは、事物に対して相

対的であるとして了解されてきた。 
例えば、①時速60km/hで移動している電車

の後方車両から、時速4km/hで前方に向けて歩

いているAを、静止した地上のB地点にいるC
が見ると、Aの移動速度は「電車の速度（60ｋ
ｍ）＋歩く速度（4km）」の合計 64km/h とな

るのは、日常生活の経験を通して容易に理解す

ることが出来る。②同じ状況で、Aと同時にD
が時速8km/hで移動したとしたら、Cから見て、

Aは時速64km/hであり、Dは68km/hで移動

していることになる。このとき、Aも自分より

先にいるDを見ている。しかし、③時速60km/h



で移動している電車の後方車両から前方に向け

て光を放つと同時にAも光速で移動したとすれ

ば、Aが到達した地点の真横に光が到達してい

なければならないにも拘わらず、光の速度はど

のような状況にあろうとも変化をしないため、

Aから遠く離れた、はるか30万km（≒光速）

先に到達していることになる。これはAにとっ

て「光は 30 万 km の速度」という光速の絶対

性を表しているのだが、地上Bの地点からAの

位置を見ると、光は同一地点、すなわちAの真

横に達しているのである。つまり「光」は絶対

的な側面を持つと同時に、観察者にとっては相

対的なのである。 
 あるいは、太陽から地球へ光りが届くには約

8 分かかるが、ある時点で太陽が爆発しても、

人間がその爆発を知ることができるのは、爆発

の瞬間ではなく8分後になる。この8分の間に、

われわれが爆発を知ることは不可能であり、「太

陽の爆発」という「過去」の時間が、知った瞬

間から「現在」の時間として始まるのである。 
このことを空間的な隔たりによってもたらさ

れる情報伝達の技術現象としてではなく、人間

は出来事の発生の外側にしか立ち得ないという

ことを引き受ければ、「時間」という絶対的に信

じていた現象に対して、人間は相対的な立場し

か取り得ないことが暗示さる。 
 
特殊的な時間 
 出来事の発生は、常に人間の外側にある。だ

からその瞬間に立ち会おうと、立ち会わまいと、

「時間」の発生は人間にとって相対的である。

だから常に過去の時間を私は現在の時間として

捉えていることになる。だが、自己における絶

対的な現象（例えば「死」など）に対して時間

は絶対的となる。つまり時間は誰にでも平等に

分け与えられた普遍的な観念ではなく、人それ

ぞに生じる特殊的な観念の側面を持ち合わせて

いるのである。 
 
終わりに 
 「時間とは何か。私に誰も問わなければ、私

は時間とは何かを知っている。しかし時間とは

何かを問われ、 説明しようと欲すると、私は時

間とは何かを知らない」というアウグスティヌ

スの言葉は、時間概念の本質をあぶり出してい

る。私の常にそばにある「時間」が、その実際

は複雑怪奇であり、自明として了解していた時

間が、正体不明であったことに驚きを隠せない。 
 「時間」が永遠不変であることを知っていた

．．．．．

にも関わらず、実は人間の意識に内在し、事物

に対して相対的であると気づいたことで、古典

的時間概念、科学的時間概念の双方を貫く思想

性の確立に向けて「私」の思考は動き出だす。 
そのことによって、時間が移り変わろうとも

．．．．．．．．．．．

普遍の原理として、いつか「時間」の謎が解明

される日が来るかも知れない。 
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